






























二十年の修行を遂げ、江湖頭をいたし、五年僧を経て、転衣の望みあらば、嗣法師の推挙状を持って、登山いたし、申し理わるべし、当寺（永平寺か總持寺）より伝奏について、綸旨を申し降し そのうえをもって出世転衣披露あるべし、出世の戒臈 綸旨の日付次第の事（ 「御当家令條」 『近世法制史料叢書』第二）
とあります。この史料を見る限りでは永平寺のみが転衣を発給する権利を持っているとは記されていません。　
近世の曹洞宗僧侶の出家の年齢は概ね十六歳です。出家後二十年修行し 江湖頭になり、その後五年修行し 転衣
取得の資格を得ます。一般的には四十一歳になります。この時嗣法師の推挙状を持って本山にのぼり、両本山いずれかで転衣 儀式 行います。その上で本山からの推薦状をもらって京都の道正庵に赴き、そこ の手続きを経て寺社伝奏勧修寺家に行き辞令を貰い、京都の衣屋海老屋長左衛門で色衣を購入し、これまでの黒衣から色衣を着用することが出来るようになります。色衣の色は紫衣と黄衣は着用できません 、その他 色はどれでもよ ったようです。　
ところで何故転衣事件が起こったのかと言いますと、近世には両本山とも転衣は金五両で与えています。近世初期



































し、 （ 『能州公用留』 ）
とし、峨山派の寺院はいずれも転衣は總持寺でとるように命じています。また同日付で總持寺は「扶桑国曹洞宗諸寺庵法度之事」を全国の末寺に出しています。　
總持寺はこの時期全国に僧録寺院を五十六ヵ寺設置しています。これらの僧録寺院は全て總持寺末寺です。永平寺






り締まりを強化するよう命じました。 そのためには町村単位で の住職に対し 庶民の個人単位の寺請証文の作成と、町村単位の宗旨人別改帳（戸籍）の個人名の上への押印を義務付けています。　
これに応じて翌五 には各大名領に宗門奉行が新設され、個人単位の寺請証文の作成と、それを集約した町村単位


















ちが全国に分散して行き、そこを拠点として更にその弟子たちを養成していった段階で曹洞宗はそ が線 なり、さらに近世になり寛永以降作られた僧録を軸 展開し、末寺が増加していった段階 面としてとらえることが出来ると思います。近世は峨山派を中心とする曹洞宗が大教団として発展 ていっ 段階と位置づけるこ が出来る 思います。
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